
７ その他 

（１）飼料用イネおよび麦類における使用農薬 

①飼料用イネの防除 

飼料用イネの農薬使用においては、地域の二毛作栽培に適した品種の中で、抵抗性品種の導入や

病害虫発生予察を考慮して的確な防除対策を基本とし、発生状況を的確に把握して必要最小限の防

除に務める。 

直播栽培においては雑草防除が重要であることから、直播栽培に適用があり、①登録時のデータか

ら、稲わらへの残留性が十分に低いことが認められている農薬、②平成 15 年以降に実施した WCS 用イ

ネでの残留性がないと確認されている農薬を用いる（表 7-1）。特に乾田直播栽培は雑草が繁茂しやす

いことから、初期の雑草防除が重要である。その他、農薬使用にあたっては、「稲発酵粗飼料生産・給

与技術マニュアル」に記載された農薬の種類・使用方法に準じること。 

 

 

雑草防除の他に飼料用稲麦二毛作体系では、飼料用イネの単作体系よりも作期が遅くなることから、

イネツトムシやフタオビコヤガ（イネアオムシ）、コブノメイガ等の虫害が発生する場合があり、いもち病や

紋枯れ病等の病害の発生も懸念されるため、病害虫防除についても十分に留意する。 

 

②飼料用麦類の防除 

 飼料用麦類には使用できる農薬がないため、赤かび病の発生前に収穫することが重要である。また、

雑草防除においては、化学的防除以外に耕起、播種時期、播種密度、作付体系などを組み合わせた

耕種的防除に努める。 

表 7-1 飼料用イネの直播栽培に適用できる除草剤 

農薬の種類 主な商品名

イマゾスルフロン・エトベンザニド・ダイムロン粒剤 キックバイ１キロ粒剤

オキサジクロメホン・クロメプロップ・ベンスルフロンメチル水和剤 ミスターホームランフロアブル、ミスターホームランLフロアブル

グリホサートアンモニウム塩液剤 ラウンドアップハイロード液剤

グリホサートイソプロピルアミン塩液剤
カルナクス、草枯らしMIC、グリホス、三共の草枯らし、
ラウンドアップ

グリホサートカリウム塩液剤
（水田畦畔での使用は除く）

タッチダウンiQ（播種後に使用する場合は不耕起乾田直播のみ）、
ラウンドアップマックスロード

シハロホップブチル乳剤 クリンチャーEW

シハロホップブチル粒剤 クリンチャー１キロ粒剤

シハロホップブチル・ピラゾスルフロンエチル・メフェナセット粒剤 リボルバー１キロ粒剤

シハロホップブチル・ペンタゾン液剤 クリンチャーバスME液剤

ダイムロン・ベンスルフロンメチル・メフェナセット粒剤 ザークＤ１キロ粒剤５１

トリフルラリン乳剤 トレファノサイド乳剤

トリフルラリン粒剤 トレファノサイド粒剤2.5

ビスピリバックナトリウム塩液剤 ノミニー液剤

ピラゾキシフェン粒剤 パイサー粒剤

ピラゾスルフロンエチル・フェントラザミド粒剤 ダブルスター１キロ粒剤

ピラゾレート粒剤 サンバード粒剤

ピリミノバックメチル・ベンスルフロンメチル・メフェナセット粒剤 プロスパー1キロ粒剤51

ペノキススラム水和剤 ワイドアタックSC

ベンタゾン液剤 バサグラン液剤（ナトリウム塩）
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